
森林で、水はどのように動いているの？

森林の仕組みについて、改めて考えてみませんか。

※山形県では「やまがた緑環境税」を活用して手入れの遅れた森林を整備しています。

森林での水の動きがいろいろあることで、様々な効果が発揮されています。

　森林は、洪水や渇水を緩和し、水質も浄化するなど私たちの生活に多くの恵みをもたらしています。この

森林の能力は、森林に降った雨や雪が地表や地下を流れたり、蒸発したりといろいろな道のりで森林を移動

することに起因します。今回は、この仕組みについて簡単に紹介します。

❶　雨が木や草を伝って地面に流れます
❷　土が腐葉土などでスポンジのようになって
　　いるため、 雨は土に浸み込みます

森林で雨が降ると･･･
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※ ②、④、⑤で洪水の緩和、③で渇水の緩和や水質の浄化の効果があります
※ 手入れの遅れた森林では、この仕組みがバランスよく働きません

❹　①、②で土に浸み込めなかった雨は
地表を流れたり、蒸発したりします

❺　植物は土から水を吸収し、
大気に放出します

❸　浸み込んだ雨は、地下を
ゆっくり流れ、水質が

　　きれいになります
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企業だって づくり♪
企業だって森づくり♪Series Plan * *
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★ やまがた絆の森づくり推進事業 ★
企業などと森林所有者と県との三者協定による森づくり活動。
平成31年２月末現在、39企業・団体、35箇所で活動を展開中。

鶴岡市出身の絵本作家つちだよしはる先生「オリジナル
マグカップとミニブランケットのセット」を抽選で10
名様にプレゼント。詳しくはＰ.11をご覧ください。

読者
プレゼント

全員集合！今年（Ｈ30）も雨でした。

森づくりチビッ子隊出動！

みんなで昼食

眺望を求めて下草刈り

なぜ？ なに？ やま・もりSeries Plan * *
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